
3観点の評価
1学期の評価の実施状況
東京都中学校理科教育研究会・顧問 山口 晃弘

はじめに

•学習指導要領の教育目標や内容の再整理を踏ま
えた結果、中学校の観点別学習状況の評価が４
観点から３観点に各教科とも変わった。

•中学校では、卒業期に高校入試を控え、生徒も
保護者も内申点につながる評定には、どうして
も敏感になりがちである。３観点に変更するに
当たり、理科の評価を、具体的にどうつけるべ
きなのか、各学校で工夫が試されている。そこ
で、本稿では、東京都中学校理科教育研究会の
協力を得て、都内の中学校の調査し、その結果
をまとめた。２学期以降の各校での取り組みの
参考になれば幸いである。

観点別評価の評価要素の数

観点ごとに数種類ずつある
91%

少なくとも1種類はある
9%

評価要素が足りず、空欄に
なった観点がある

0%

観点ごとの重み

ない（1：1：1）
82%

ある
15%

まだ決めていない
3%

観点別評価の元資料のつけ

文科省の資料
通りにざっく
りABCで付けて
いる。, 18%

率（点数）で付
けている。50と
80がカッティン
グポイント, 

76%

点数で付けており、点数の
まま生徒に示している。, 

3%

学校としての方針がま
だ決まっていない。, 

3%

評価をするための作業時間

以前より増え
た

46%

以前より減っ
た
6%

以前と同じ
45%

その他
3%



生徒への事前説明

理科の授業
で説明をし
ている

79%

学年集会などの中
で評価（評定）の
在り方についての
説明をしている

18%

学年集会で
の全体説明
に加え、理
科では個票
も配布して
説明してい
る。
3%

保護者への事前説明

保護者会の中で評価（評
定）の在り方についての説

明をしている
85%

保護者には書
類で知らせる
だけで説明は
していない

12%

保護者には、
まだしていな
い。
3%

よく用いられる評価方法
知識
及び
技能

思考・判
断・表現

主体的に学
習に取り組
む態度

ペーパーテスト ◎ ○ △
授業での見取
り・行動観察 △ ○ ◎
ワークシート・
ノート ◎ ◎
レポート・作品 ◎ ◎
ポートフォリオ △ ◎ ○
相互評価・自己
評価 ◎

態度の評価に「行動観察」

ある
64%

ない
36%

態度の評価に「行動観察」

•授業を行う際，机の間を回りながら指導を行う
が，これはまさに行動観察による評価と指導を
行っている。

•ただし，客観性や公平性・信頼性という点で工
夫が必要である。記録に残すための評価ととら
えると，例えば，生徒の日頃の印象に左右され
ていないか，⻑期的に生徒を観察し判断してい
るか，何を観察するかを明確にしているか等に
留意したい。

ご清聴ありがとうございました。

この後は、元のブレークアウト
の画面にお戻りください。


